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去
る
三
月
三
十
日
高
萩
市
立

小
中
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、

ほ
か
十
件
と
、
更
に
引
つ
鱒
い

て
四
月
十
九
日
に
は
、
市
の
境

界
姪
更
に
関
す
る
争
論
の
調
停

案
の
篭
諾
に
つ
い
て
、
臨
時
市

鱗
会
を
開
催
、
い
づ
れ
も
慎
重

群
砿
が
行
わ
れ
た
結
果
左
の
通

り
一
部
修
正
一
件
そ
の
他
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
二
年
三

月
三
十
日
開
催
の

臨
時
市
砿
会
の
付

議
事
件

瀧
案
第
二
十
七
号
高
萩
市
立

小
中
学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
、

本
業
は
新
市
建
設
促
進
法
に

基
く
小
中
学
校
の
小
規
模
学

校
を
統
合
適
正
化
し
て
義
務

教
育
の
一
水
準
を
高
め
よ
う
と

す
る
た
め
本
市
の
小
中
学
校

統
廃
合
の
計
側
案
の
疏
決
事

項
で
あ
る
。
（
原
案
可
決
）

識
薬
舗
二
十
八
号
横
川
中
学

校
廃
止
に
つ
い
て
、

本
案
は
川
和
三
十
二
年
三
川

三
十
一
日
を
以
っ
て
祇
川
中

学
校
を
統
合
す
る
た
め
に
廃

止
す
る
事
件
の
議
決
蛎
項
で

あ
る
（
原
案
可
決
）

議
案
第
二
十
九
号
横
川
中
学

校
財
産
用
途
浬
更
に
つ
い
て
、

本
案
は
枇
川
中
学
校
を
廃
し

横
川
小
学
校
へ
土
地
建
物
及

び
物
件
の
全
部
を
蛎
用
す
る

た
め
そ
の
財
産
用
途
の
変
更

を
行
お
う
と
す
る
議
決
事
項

で
あ
る
。
（
原
案
可
決
）

臨
時
市
議
會
を
開
く

議
案
第
三
十
号
中
戸
川
小
学

校
舍
処
分
に
つ
い
て
。

本
案
は
中
戸
川
小
学
校
舍
の

新
設
に
伴
う
旧
校
舎
を
解
体

す
る
事
件
の
議
決
事
項
で
あ

る
（
原
案
可
決
）

議
案
第
三
十
一
号
高
萩
市
立

幼
糀
園
設
嵌
條
例
設
定
に
つ
い

て
、
本
案
は
木
市
に
新
し
く
市
立

幼
称
圃
を
設
髄
す
る
た
め
に

そ
の
運
営
に
必
要
な
條
例
を

設
定
し
た
も
の
で
第
二
條
の

名
称
の
條
項
を
削
除
し
規
則

で
定
め
る
べ
く
修
正
が
あ
っ

た
。
（
修
正
可
・
決
）

議
案
第
三
十
二
号
高
萩
市
職

員
定
数
條
例
中
一
部
改
正
に
つ

い
て本
案
は
市
立
幼
稚
園
の
設
置

に
伴
い
関
係
恥
員
の
増
を
見

る
こ
と
に
な
る
の
で
市
恥
員

定
数
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
る
。
（
原
案
可
決
）

議
案
第
三
十
三
号
高
萩
市
恥

員
退
職
手
当
支
給
條
例
中
一
部

改
正
に
つ
い
て
、

本
案
は
従
来
の
條
例
中
附
則

第
三
條
を
改
め
昭
和
三
十
二

年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月

三
十
日
ま
で
に
退
職
し
た
職

員
に
対
し
て
は
普
通
退
職
の

五
割
増
の
計
算
に
よ
る
手
当

を
支
給
で
き
る
よ
う
定
め
た

も
の
で
あ
る
（
原
案
可
決
〉

議
案
第
三
十
四
号
昭
和
三
十

一
年
度
歳
出
予
算
の
繰
越
議
決

に
つ
い
て
、

本
案
は
昭
和
三
十
一
年
度
に

お
い
て
計
上
し
た
市
庁
舍
敷

地
の
予
算
を
年
度
内
支
出
が

な
さ
れ
な
い
た
め
に
昭
和
三

十
二
年
度
へ
繰
越
す
た
め
の

議
決
事
項
で
あ
る
。
（
原
案

可
決
）

議
案
第
三
十
五
号
昭
和
三
十

一
年
度
高
萩
市
歳
入
歳
出
追
加

更
正
予
算
に
つ
い
て

本
案
は
昭
和
三
十
一
年
度
予

算
の
不
足
の
追
加
分
で
あ
り

歳
入
に
お
い
て
地
方
交
付
税

三
十
五
万
二
千
円
物
件
売
抑

代
金
六
万
三
千
円
計
四
十
一

万
五
千
円
で
あ
る
。
歳
出
に

お
い
て
役
所
費
二
十
三
万
八

千
六
百
二
十
円
教
育
費
十
二

万
九
千
三
百
八
十
円
保
健
衛

生
費
四
万
七
千
円
で
計
四
十

一
万
五
千
円
で
あ
る
。
こ
れ

で
本
年
度
の
最
終
予
算
總
額

は
一
億
五
千
七
百
万
七
千
四

百
七
十
二
円
と
な
っ
た
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
三
十
六
号
昭
和
三
十

二
年
度
高
萩
市
歳
入
歳
出
追
加

予
算
に
つ
い
て

本
案
は
市
立
幼
糀
園
に
関
す

る
予
算
の
追
加
で
当
初
予
算

百
五
万
円
を
計
上
し
た
。

（
原
案
可
決
）

議
案
第
三
十
七
号
高
萩
市
立

幼
稚
園
授
業
料
等
徴
收
條
例
設

定
に
つ
い
て
本
案
は
市
立
幼
雑

園
入
園
児
童
に
係
る
授
業
料
等

の
徴
收
條
例
で
あ
る
。
（
原
案
可
決
）

昭
和
三
十
二
年
四

月
十
九
日
開
催
の

臨
時
市
議
会
の
付

議
事
件

議
案
第
三
十
八
号
市
の
境
界

変
更
に
関
す
る
争
論
の
調
停
案

の
受
諾
に
つ
い
て

本
案
は
県
新
市
町
村
鑓
設
促

進
審
議
会
に
お
い
て
望
海
地
二
。
一
、
九
一
二
の
三
・

唾
誕
》
癖
唖
鑑
詐
鍛
鰄
謡
癖
二
二
弛
堯
仁
岬
一
一
一
や
据
画
岫

た
も
の
で
本
市
と
し
て
こ
の
の
一
・
字
吉
原
一
、
八
九
八

案
を
受
諾
し
よ
う
と
す
る
事
か
ら
一
、
九
○
○
ま
で
。

件
の
議
決
事
項
で
境
界
愛
更
一
、
九
○
一
。
一
、
九
○
二

に
よ
り
高
萩
市
へ
編
入
す
る
の
一
か
ら
一
、
九
○
二
の
四

地
域
は
北
茨
城
市
中
郷
町
日
ま
で
。
一
、
九
三
○
か
ら

棚
の
う
ち
字
南
小
室
一
、
三
一
、
九
○
六
ま
で
。
一
、
九

三
九
の
一
。
一
、
三
三
九
の
○
八
Ｕ
一
、
九
一
三
の
二
。

二
。
一
、
三
四
○
ｏ
一
、
三
一
、
九
一
三
の
三
・
一
、
九

四
○
の
一
・
一
、
三
四
一
か
一
四
の
二
○

ら
一
、
三
四
四
ま
で
。
一
、
一
、
九
一
四
の
一
言
一
、
九

九
一
六
の
一
・
一
、
九
一
八
一
五
の
一
か
ら
一
、
九
一
五

の
二
・
一
、
九
一
九
の
二
・
の
五
ま
で
。
（
原
案
可
決
〕

一
、
九
二
○
の
一
・
一
、
九
※
本
業
は
北
茨
城
市
に
お
い
て

二
○
の
二
・
一
、
九
一
二
の
も
同
様
議
決
さ
れ
た
。

吹
き
室
く
っ
て
い
た
午
前
九
時

市
立
幼
稚
園
開
設
頃
若
栗
小
学
校
二
年
の
玉
造
一

幼
稚
園
を
設
置
し
て
義
務
就
学
翠
塞
秘
啄
岬
礎
唖
小
錘
副
澁
麺

前
の
幼
児
教
育
を
実
施
し
て
ほ
生
し
て
い
る
の
を
見
つ
け
暗
い

し
い
と
い
５
要
望
に
応
え
て
四
亡
三
年
生
の
姉
さ
ん
（
愛
子
さ

月
か
ら
市
立
第
一
幼
靴
園
を
開
ん
〕
に
話
す
と
共
に
附
近
の
人

設
い
た
し
ま
し
た
。
将
来
完
全
達
に
急
を
知
ら
せ
た
の
で
大
人

な
独
立
閣
舍
を
津
蕊
す
る
予
定
達
六
人
と
子
供
四
人
が
か
け
つ

で
す
が
市
公
会
堂
を
改
造
し
て
け
て
来
て
力
を
合
せ
て
消
火
に

教
育
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
つ
と
め
た
為
大
体
一
反
歩
位
焼

い
た
だ
け
で
鎮
火
し
た
。

原
則
と
し
て
満
五
才
児
を
入
園
も
し
こ
の
山
火
事
の
発
見
が
遅

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
れ
て
い
た
ら
こ
ん
な
強
風
の
際

主
す
が
健
康
診
断
に
合
格
し
た
で
あ
っ
た
か
ら
十
数
年
前
の
様

四
才
児
も
收
容
い
た
し
ま
す
。
な
大
火
事
に
な
っ
た
か
も
し
れ

現
在
五
十
六
名
で
す
が
ま
だ
余
な
い
。
山
に
住
む
人
、
山
を
通

裕
が
あ
り
ま
す
か
ら
希
望
者
は
る
人
の
気
転
に
よ
っ
て
大
事
に

申
込
下
さ
い
。
な
ら
な
い
で
済
む
事
が
度
々
あ

職
員
は
次
の
通
り
で
す
。
る
と
考
え
ら
れ
る
〕
二
人
の
子

園
長
高
萩
小
学
校
長
兼
務
供
の
こ
の
善
行
も
常
に
養
は
れ

関
根

胎
て
い
る
『
注
意
』
の
表
れ
で
あ

教
諭
酒
出
禾
つ
た
と
思
う
。
こ
ん
な
心
こ
そ

助
教
諭
大
森
寛
子
多
数
の
人
に
、
子
供
に
、
も
た

せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
広
木
学

兒
童
の
氣
轄
が

校
長
も
学
芸
会
の
際
こ
の
気
転

山
火
事
を
消
止
る

の
二
人
に
賞
詞
を
あ
た
え
、
伝

去
る
一
月
四
日
朝
方
か
ら
雪
み
え
聞
い
た
高
萩
警
察
署
長
も
記

ぞ
れ
で
十
四
、
五
米
の
強
風
が
念
品
を
贈
っ
て
表
彰
し
た
。
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農
作
物
の
殺
虫
剤
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
有
磯
燐
製
剤
（
新
農

薬
く
と
は
一
般
に
パ
ラ
チ
オ
ソ

五
局
に
な
る
と
蚊
、
は
え
、
の

象
な
ど
人
間
生
活
を
お
び
や
か

す
昆
虫
類
が
一
せ
い
に
発
生
し

ま
す
。
ま
た
暖
か
く
な
る
と
い

ろ
ノ
ー
の
病
源
菌
が
発
生
し
て

赤
痢
、
疫
痢
、
チ
フ
ス
等
各
種

の
伝
染
病
が
発
生
し
て
私
達
に

大
き
な
不
安
を
与
え
ま
す
。
今

が
昆
虫
類
や
病
源
根
を
除
去
す

る
一
番
よ
い
時
期
罐
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
等
を
徹
底
的
に
防

除
す
る
た
め
次
に
よ
り
春
期
大

掃
除
を
実
施
い
た
し
ま
す
か
ら

共
同
で
清
掃
や
薬
剤
散
布
を
実

施
す
る
よ
う
希
望
い
た
Ｌ
ま

す
。
そ
し
て
清
潔
で
健
康
で
明
る
い

市
民
の
生
活
を
確
保
い
た
し
ま

し
よ
ア
フ
Ｏ
記

一
、
実
施
期
間
五
月
一
日

か
ら
五
月
三
十
日
ま
で

二
、
実
施
方
法

Ｊ
、
各
組
内
毎
に
日
取
り
を

定
め
て
組
内
一
齊
に
実
施

す
る
こ
と
。

２
、
家
屋
の
内
外
に
わ
た
り

大
掃
除
を
ず
る
こ
と
。

３
，
畳
、
敷
物
、
寝
具
等
を

日
光
に
あ
て
る
こ
と
し

新
農
薬
「
バ
ラ
チ
オ
ン
」

取
扱
に
つ
い
て

お
宅
は
大
掃
除
が

す
み
ま
Ｌ
た
か
Ⅱ口

ホ
リ
ド
ー
ル
等
の
製
品
名
で
呼

ば
れ
て
お
り
非
常
に
猛
毒
性
を

も
っ
て
い
ま
す
。

４
、
物
置
、
押
入
、
戸
棚
類

の
隅
ず
み
を
よ
く
手
入
し

ね
ず
み
の
出
入
口
等
を
な

く
し
て
お
く
こ
と
。

５
、
床
下
は
．
こ
み
を
掃
き
換

気
を
充
分
に
す
る
こ
と
。

８
、
室
内
の
換
気
採
光
を
よ

く
す
る
こ
と
。

７
、
井
戸
流
し
、
台
所
流
し

及
び
下
水
藤
等
は
よ
く
さ

ら
っ
て
排
水
を
よ
く
す
る

声
」
、
シ
」
○

８
、
ご
み
箱
は
必
ず
蓋
を
つ

け
る
こ
と
。

９
、
便
所
は
く
み
取
り
そ
の

内
外
を
清
潔
に
し
、
周
囲

の
汚
染
防
止
に
努
め
る
こ

、
歩
」
Ｏ

脚
、
便
所
、
》
こ
ぶ
箱
附
近
の

汚
士
を
ご
み
と
と
も
に
焼

ノ
Ｕ
、
豈
」
Ｌ
色
ｏ

ｎ
、
浸
潤
の
甚
だ
し
い
所
に

は
乾
燥
し
た
土
砂
を
ま
く

』
」
Ｌ
」
○

皿
、
鼠
、
蚊
、
は
え
等
の
瘻

息
場
所
、
発
生
場
所
を
除

去
す
る
こ
と
。

瞳
、
川
や
下
水
に
汚
物
、
ご

み
等
を
捨
て
な
い
こ
と
。

|~扇孟蓋嘉雇…1
こ
の
薬
は
使
い
方
に
よ
っ
て
危

険
が
伴
う
も
の
で
こ
れ
ま
で

の
毒
物
で
代
表
的
な
「
青
酸
カ

リ
」
と
比
べ
て
同
じ
位
、
い
や

そ
れ
に
も
ま
さ
る
毒
性
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
困
る
こ
と
は
口

か
ら
ば
か
り
で
な
く
皮
層
や
目

鼻
の
粘
膜
等
か
ら
も
吸
收
さ
れ

て
人
の
体
に
危
害
を
与
え
、
や

が
て
は
死
に
至
る
よ
う
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。
も
し
万
が
一
こ

の
中
毒
者
が
出
た
と
き
は
患
者

を
静
か
な
木
蔭
等
に
移
し
妥
静

に
し
て
置
き
、
い
ち
早
く
医
師

に
み
て
も
ら
う
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
す
。
へ
た
な
素
人
治
療
は

絶
対
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
危
害
を
防
止
す
る

た
め
に
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

と
い
う
法
律
が
あ
っ
て
そ
の
買

受
、
使
用
、
所
持
が
で
き
る
者

と
し
て
は
国
、
地
方
公
共
団
体

農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組

合
そ
れ
に
農
業
者
の
組
織
す
る

団
体
で
知
事
の
指
定
を
受
け
た

も
の
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
個
人
の
買
受
、
使
用

所
持
等
は
厳
に
禁
止
を
さ
れ
て

1
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納期IまS月末日限り い
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
に
貯
蔵
、
使
用
方
法
等
に

つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
規
定
が

あ
り
、
使
用
後
は
衣
服
、
機
械

器
具
、
空
容
器
等
の
処
置
に
つ

い
て
も
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
か
ら
空
び
ん
、
空
袋
等
を

勝
手
に
捨
て
る
こ
と
の
な
い
よ

５
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
薬
を
散
布
す
る
と
き
の
注

意
と
し
て
次
の
事
を
守
り
ま
し

卜
《
し
、
〃
○
１
、
服
装
は
完
全
防
水
の
も

の
を
用
い
帽
子
、
メ
ガ
ネ

ゴ
ム
手
袋
等
を
か
け
で
き

る
だ
け
皮
悶
の
露
出
面
を

な
く
す
こ
と
。

２
、
日
々
の
天
気
即
ち
風
向

等
に
注
意
し
で
き
る
だ
け

身
体
に
か
入
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

３
、
同
一
人
が
長
時
間
散
布

し
な
い
こ
と
。

４
、
作
業
中
は
煙
草
を
吸
わ

な
い
こ
と
。

５
、
周
囲
の
状
況
に
絶
え
ず

注
意
し
て
散
布
す
る
こ

‐
ン
」
Ｑ

市税を完納し市の發展を

圖b市民の幸幅を圖りま

しよう

《一画》｝ロヘ、ワナ一一、一一

本
年
三
月
、
自
治
庁
、
文
部
省

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
、

連
合
会
外
五
つ
の
公
明
選
挙
推

進
磯
関
の
主
催
に
よ
り
全
国
の

小
学
校
児
童
、
中
学
校
高
等
学

校
生
徒
か
ら
公
明
選
挙
ポ
ス
タ

ー
電
募
集
が
行
わ
れ
た
が
、
本

市
か
ら
の
応
募
作
品
数
、
小
中

一
、
募
集
人
員
陸
上
自
衛
官
二
等
陸
士
約
二
、
四
○
○
名

海
上
自
衛
官
二
等
海
士
約
八
○
○
名

航
空
自
衛
官
二
等
空
士
約
五
○
○
名

二
、
暉
謝
騨
蔀
”
袖
卵
括
叩
趣
唖
市
役
所
總
務
課

三
、
試
験
期

第
一
回
五
月
六
日
か
ら
五
月
十
日
ま
で

（
四
月
二
十
ま
で
に
受
付
け
者
）

第
二
回
七
月
一
日
か
ら
七
月
十
三
日
ま
で

（
四
月
二
十
か
ら
六
月
十
日
ま
で
に
受
け
た
者
）

本
公
園
は
昭
和
二
十
一
年
七
月

二
十
一
日
土
地
区
画
整
理
事
業

に
よ
っ
て
敷
地
七
二
二
、
一
五

坪
を
確
保
し
都
市
公
園
美
の
完

成
に
其
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
今
般
公
園
整
備
事

業
と
し
て
、
昭
和
三
十
一
年
度

事
業
決
定
に
よ
り
工
事
費
八
○

○
、
○
○
○
円
（
国
庫
補
助
金

四
○
○
、
○
○
○
円
市
負
担
金

四
○
○
、
○
○
○
円
）
を
以
っ

て
昭
和
三
十
一
年
十
月
二
十
六

日
工
事
に
着
手
こ
の
ほ
ど
竣
工

を
見
、
五
月
五
日
の
子
供
の
日

に
盛
大
な
る
開
園
式
を
行
っ
た

昭
和
記
年
度
第
一
次
自
衛
官
募
集

公
明
選
學
ボ
ス
タ
ー
入
選

中
央
児
童
公
園
完
成

学
校
併
せ
て
十
数
点
の
内
、
左

の
者
が
入
選
し
都
道
府
県
選
挙

管
理
委
員
会
連
合
会
々
長
か
ら

賞
状
及
び
メ
タ
ル
が
贈
ら
れ
た

松
岡
小
学
校
五
年
生
吉
田
慶
一

君
、
筒
今
後
ポ
ス
タ
ー
作
品
の

募
集
等
が
あ
っ
た
時
は
奮
っ
て

応
募
下
さ
る
よ
う
希
望
し
ま
す

工
事
内
容
は
遊
戯
施
設
と
し
て

ブ
ラ
ン
コ
（
四
連
式
）
一
ヶ
所

シ
ー
ソ
ー
（
二
連
式
〕
一
ヶ
所

腰
掛
ブ
ラ
ン
コ
（
二
連
式
〕
一

ヶ
所
砂
場
一
歩
所
ジ
ヤ
ソ
ゲ
ル

ジ
ム
一
ヶ
所
水
平
、
雲
梯
一
ケ

所
を
永
久
的
構
造
物
と
し
工
作

物
と
し
て
は
縁
石
一
三
一
米
ペ

ン
チ
六
脚
門
柱
三
ヶ
所
周
囲
一

六
四
米
に
生
垣
、
工
を
施
し
建

築
物
パ
ー
ゴ
ラ
一
ヶ
所
市
工
事

と
し
て
便
所
一
ヶ
所
照
明
燈
一

基
を
施
設
し
公
共
の
福
趾
の
増

進
に
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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昨
年
十
二
月
起
工
し
て
新
築

工
事
中
だ
っ
た
高
萩
市
及
十
王

町
防
疫
組
合
立
伝
染
病
舍
は
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
て
、
去
る
四

月
二
十
六
日
竣
工
式
が
行
わ
れ

た
。
近
代
的
建
築
と
施
設
の
完

備
を
も
っ
て
県
下
に
誇
り
得
る

明
る
い
伝
染
病
舎
が
、
高
萩
協

同
病
院
に
併
設
さ
れ
、
高
萩
十

王
雨
市
町
の
福
祉
の
上
に
一
大

躍
進
を
見
た
わ
け
で
あ
る
。

高
萩
市
及
十
王
町
防
疫
組
合

は
、
伝
染
病
隔
離
病
舍
を
設
置

し
、
こ
れ
を
共
同
管
理
す
る
た

め
設
罹
さ
れ
た
地
方
自
治
法
に

よ
る
一
祁
事
務
組
合
で
あ
っ
て

そ
の
事
沸
に
関
す
る
限
り
、
川

明
る
い
伝
染
病
舎
成
る

事
者
と
組
合
議
会
で
運
営
さ
れ

る
こ
と
は
、
一
般
の
地
方
公
共

団
体
と
同
様
の
性
格
を
も
つ
も

の
で
あ
る
。

管
理
者

（
高
萩
市
長
）
小
峰
威
夫

助
役
（
十
王
町
長
〕
鈴
木
穂
積

收
入
役

（
高
萩
市
收
入
役
）村
田
正
己

組
合
議
会
議
員

識
長
矢
代
光
史
（
高
萩
〕

副
議
長
根
本
孝
俊
（
十
王
）

議
員
村
山
礼
一
郎
（
同
〕

同
樫
村
之
男
（
高
萩
）

祠
鈴
木
好
之
（
同
〕

竣工した伝染病舎

同
樫
村
頤
一
（
十
王
）

同
鈴
木
広
次
（
高
萩
）

同
渡
辺
東
治
（
同
）

同
下
山
田
栄
三
郎
（
同
〕

同
上
田
助
重
（
同
）

伝
染
病
舍
の
建
築
費
は

新
築
主
体
工
事
四
○
○
万
円

電
気
工
事
四
八
万
円

給
排
水
衛
生
工
事
七
四
万
九
千
円

初
度
設
備
贄
三
六
万
円

合
計
五
五
八
万
九
千
円

財
源
は
県
補
助
金
二
八
五
万
円

起
債
一
五
○
万
円

高
萩
市
、
十
王
町
分
擢
金

二
一
三
万
九
千
円

別
途
工
事
と
し
て
施
工
し
た
塀

工
事
、
排
水
工
事
の
費
用
約
七

八
万
円
。

な
お
昭
和
三
十
二
年
度
に
於
て

Ｓ
Ｋ
消
毒
機
を
備
え
る
予
定
で

あ
り
、
此
の
費
用
は
七
二
万
円

（
内
補
助
金
四
八
万
円
）
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
病
舍
を
高
萩
協
同
病
院

に
併
設
し
た
理
由
は
、
從
来
の

隔
離
病
舎
が
人
里
離
れ
た
場
所

に
設
け
ら
れ
、
医
療
も
十
分
で

な
く
、
患
者
や
そ
の
家
族
に
不

安
を
与
え
て
い
た
の
を
改
め
て

安
心
し
て
而
も
高
度
の
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
施
設
と
す

る
と
い
う
、
国
や
県
の
方
針
に

基
づ
い
た
も
の
で
、
消
毒
施
設

が
完
備
し
て
い
る
の
で
、
他
都

市
に
も
多
く
見
ら
れ
る
通
り
、

市
街
地
に
伝
染
病
舍
が
あ
っ
て

も
、
伝
染
の
恐
れ
は
な
く
、
少

し
も
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
の

で
あ
る
。

次
に
一
言
し
て
お
き
た
い
こ

と
は
、
伝
染
病
舍
入
院
患
者
の

食
費
薬
価
徴
收
條
例
と
い
う
市

條
例
が
公
布
さ
れ
本
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
る
の
で

今
後
伝
染
病
舍
に
入
院
し
て
治

療
を
受
け
た
患
者
に
つ
い
て
は

生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て

い
る
者
以
外
は
、
條
例
に
定
め

る
食
費
、
薬
価
を
、
患
者
の
属

す
る
世
帯
の
世
帯
主
が
、
市
に

納
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。
但
し
特
別
な
理
由
の

あ
る
者
は
、
減
免
を
申
請
し
て

失
業
対
策
事
業
と
は
、
国
家
が

失
業
そ
れ
自
体
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
に
努
め
る
の
は
勿
論

で
あ
る
が
、
失
業
の
発
生
し
た

場
合
に
は
、
失
業
対
策
を
実
施

し
失
業
者
の
生
活
の
安
定
と
そ

の
勢
仇
力
の
維
持
保
全
を
図
る

こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
失
業
対

策
と
し
て
は
、
積
極
的
に
就
業

機
会
を
造
出
し
、
こ
れ
に
失
業

者
を
雇
用
吸
收
す
る
積
極
対
策

と
、
そ
の
最
底
生
活
の
確
保
を

図
る
消
極
対
策
と
の
二
つ
に
分

け
ら
れ
る
。
前
者
は
公
共
投
資

に
よ
り
雇
用
機
会
を
積
極
的
に

造
出
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
公

共
事
業
及
び
失
業
対
策
事
業
が

挙
げ
ら
れ
、
後
者
と
し
て
は
失

業
保
険
金
支
給
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
様
に
、
失
業
対
策
事

業
は
、
公
共
事
業
と
相
並
ん
で

積
極
的
失
業
対
策
と
し
て
の
性

格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
単
に

失
業
者
の
生
活
の
最
底
保
障
の

み
を
な
す
こ
と
は
、
一
国
の
勢

仇
力
の
維
持
保
全
の
見
地
よ
り

必
ず
し
も
望
ま
し
い
も
の
で
な

く
、
積
極
的
に
公
共
投
資
を
行

い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
造
出
さ
れ

る
雇
用
磯
会
に
失
業
者
を
吸
收

し
て
勢
仇
力
の
保
全
を
図
る
と

本
市
の
失
業
対
策
事
業

｜

審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

明
る
い
立
派
な
伝
染
病
舎
が

建
へ
て
、
患
者
は
安
心
し
て
入

院
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
併

し
伝
染
病
は
絶
滅
を
期
す
べ
き

で
あ
り
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ

と
は
、
予
防
衛
生
に
注
意
し
て

伝
染
病
に
は
、
罹
ら
な
い
こ
と

罹
ら
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

共
に
、
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て

經
済
効
果
の
追
及
を
図
る
こ
と

が
失
業
対
策
の
基
本
と
な
る
べ

き
で
あ
っ
て
、
失
業
対
策
事
業

は
公
共
事
美
と
な
ら
ん
で
正
に

こ
の
目
的
を
具
現
す
る
施
策
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

従
っ
て
そ
の
目
的
は
次
の
二
つ

か
ら
な
っ
て
い
る
。

一
、
失
業
者
の
雇
用
吸
收
を

醍
騨
喧
罰
一
唾
峰
琳
澱
誕
‐
事
業
内
容

｜
秋
山
小
学
校
運
動
場

五
○
人
一
一
五
、
○
○
○
人
整
備
事
業

五
○
人
一
一
五
、
○
○
○
人
燕
卸
罰
篝
校
連
動
場

五
○
人
一
一
五
、
○
○
○
人
一
諏
榊
計
篝
校
運
動
場

五
○
人
一
五
、
○
○
○
人
一
需
燕
浄
跨
錘
備

図
り
そ
の
安
定
を
図
る
こ

Ｌ
」
◎

二
、
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て

我
国
經
済
の
興
隆
に
寄
与

す
る
こ
と
。

さ
ら
に
失
業
対
策
事
業
は
次
の

禄
な
特
質
を
も
っ
て
い
る
。

一
、
失
業
者
に
就
業
の
櫻
会

を
与
え
る
こ
と
を
主
た
る

目
的
に
す
る
事
業
で
あ
る

戸
」
Ｌ
」
Ｏ

二
、
等
仇
大
臣
が
樹
立
す
る

計
画
及
び
そ
の
定
め
る
手

続
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
事

業
で
あ
る
こ
と
。

以
上
が
失
業
対
策
事
業
の
概
論

で
あ
る
が
終
戦
後
高
萩
、
向
洋

両
炭
礦
並
び
に
市
内
中
小
企
業

の
整
備
に
よ
り
続
出
せ
る
失
業

者
の
対
策
と
し
て
、
次
の
通
り

昭
和
二
十
四
年
六
月
よ
り
失
業

対
策
事
業
を
実
施
し
、
市
の
復

興
建
設
と
共
に
産
業
經
済
等
に

大
い
に
寄
与
し
た
。
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～

計
一
一
一
九
二
、
○
○
○
’

三
十
年
度
一
一
七
○
人
一
五
一
、
○
○
○
人
一
幅
酷
浄
跨
》
備
‐
ｌ

三
十
一
年
度
一
七
○
人
一
五
一
、
○
○
○
人
諦
癖
浄
跨
窪
備
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高萩市消防團編成一覧表
市
消
防
團
は
四
月
一
日
よ
〃
り
左
の
通
り
分
團
を
統
合
し
連
管
の
合
理
化
と
機
動
化
に
努
力
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

副長
｜ ｜

副團長
｜ I

沼田吉人

鳥居塚鉄治
穂積政次
廣木廣美 市

消
防
團
分
團
統
合
成
る

‐
狸
木
副
個
有
間
簿
ｆ

第
副
柴
田
尚
／
／

分
團
長
、
副
分
関
長
名

ｌ
袖
小
野
博
三
部
細
金
四
郎
外
一
八
名

出
一
一
瓶
窯
元
稚
州
一
巫
謡
一
大
字
下
丁
綱

一

輔
Ｉ
、

四
副
長
久
保
寅
次

第
副
鈴
木
昭
文
計
一
赤
濱
、
高
戸

》
棚
副
谷
鈴
御
鑑
造
血
燕
鮒
撫
幽
撚
一
栖
一
撫
認
鰄
蝿

凸
蔀
榊
長
明
外
二
三
名
篝
字
安
良
川
、

一
計
一
大
字
石
瀧

撫
大
高
徳
次
二
部
柴
田
團
次
郎
外
一
七
名
銘

錘
副
金
澤
喜
男

團
名
、

Ａ
ｌ
一
綱
鯏
蕊
皿
職
一
識
一
睡
帷
峰
搾
｛
轆

分
大
部
薫

八第
副
佐
川
安
應

郷
鈴
木
勝
晴
、
二
部
鈴
水
子
之
外
一
八
名
窪
大
字
横
川
、
下

識
副
鈴
木
義
一
／
／
一
部
金
澤
道
雄
外
二
○
名
一
計
一
君
田

銅
沼
田
勝
美
、
、
二
部
佐
川
正
外
二
三
名
一
群
一
大
字
若
粟
、
上

誇
副
佐
川
勝
一
／
↓
部
麿
木
童
薙
外
一
一
名
一
計
一
君
州
、
牧
場

銅
渡
邊
義
夫
三
部
神
代
卒
外
一
八
名
０

巾
一
一
螂
緋
錘
州
蕊
一
稚
一
塞
轌
上
手
綱

五
副
富
宇
賀
〆
男

第
副
鈴
木
尚
二

痢
癖
辨
峠
鋤
坤
咽

三
部
寺
門
庄
司
外
一
九
名

二
部
石
一
郎
外
一
九
名

一
部
田
所
幸
男
外
二
九
名

部
長
名
部
團
員
數
責
任
随
域

高
萩
農
協
で
出
し
て
い
る
機
関

紙
「
ふ
る
さ
と
の
土
」
は
第
一

回
全
国
農
協
機
関
紙
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
全
国
。
へ
ス
ト
五
点
に
入

賞
し
た
。

た
ち
な
お
っ
た
と
は
い
い
な
が

ら
、
ま
だ
ま
だ
努
力
を
要
す
る

高
萩
農
協
が
、
全
国
優
良
組
合

に
互
し
て
堂
々
入
賞
し
た
理
由

は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か

１
、
農
協
運
動
の
理
念
に
て

つ
し
て
い
る
○

２
、
虚
名
を
排
し
、
真
実
を

追
求
し
て
い
る
。

３
、
そ
れ
ら
を
知
ら
せ
る
た

め
に
「
や
さ
し
い
読
ま

れ
る
新
聞
」
を
つ
く
る

こ
と
に
専
念
し
た
。

全
国
優
良
賞
の
栄
冠
を
か
ち
え

た
背
後
に
編
集
に
努
力
し
た
農

協
監
事
沼
田
保
氏
及
び
農
協
青

峨
員
の
異
動
が
次
の
通
り
発
令
さ
れ
た
（
〕
内
は
旧
職
名
で
あ
る
。

四
月
一
日
退
職
神
代
虎
五
郎
（
福
祗
事
務
所
長
）

四
月
一
日
退
職
小
山
義
雄
〔
嘱
託
）

四
月
一
日
土
木
課
長
事
務
取
扱
を
解
く
助
役
綿
引
倉
蔵

福
祗
事
務
所
長
事
務
取
扱
助
役
綿
引
倉
蔵

土
木
課
長
心
得
主
事
白
土
豊
次
郎
（
土
木
課
長
補
佐
）

總
務
課
書
記
滝
己
之
太
郎
（
商
工
課
〕

戸
籍
課
〃
野
木
都
吉
（
高
岡
支
所
）

商
工
課
書
記
補
佐
藤
省
三
（
松
岡
支
所
）

厚
生
課
〃
金
沢
世
津
子
（
土
木
課
）

總
務
課
雇
塚
本
栄
子
（
戸
籍
課
）

福
趾
事
務
所
庶
務
係
長
書
記
石
平
典

″
援
護
係
長
指
導
主
事
益
子
孝

四
月
一
日
採
用
土
木
課
臨
時
雇
松
本
弘
文

″
戸
籍
課
臨
時
届
鈴
木
文
彦

|司

| ‘。
全§
国長
優る
良土

篁
賞

一

叩
Ⅱ
市
役
所
職
員
異
動
叩
Ⅱ

従
来
松
岡
支
所
及
高
岡
支
所
で

取
扱
っ
て
い
た
戸
籍
、
配
給
両

事
務
は
、
四
月
一
日
よ
り
總
て

高
萩
の
本
庁
で
取
扱
う
こ
と
に

な
っ
た
。

年
連
盟
棚
谷
寛
氏
の
大
き
な
．
力

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

◎
さ
る
四
月
二
十
八
日
、
五
月

五
日
の
二
日
に
亘
っ
て
高
萩

市
第
一
回
杜
会
人
野
球
大
会

が
開
催
さ
れ
参
加
チ
ー
ム
は

十
一
チ
ー
ム
で
決
勝
戦
は
高

萩
市
役
所
と
高
萩
パ
ル
プ
で

行
わ
れ
市
役
所
チ
ー
ム
が
優

勝
し
た
。

戸
籍
事
務
と
配

給
事
務

’

－Qワー
ゾと
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